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宗方小太郎日記，明治 32～33 年
大 里 浩 秋
1．はじめに
　本所報 No. 37に「上海歴史研究所所蔵宗方小太郎資料について」を載せ，そこに宗方の明治 21年の
日記の一部を収録し，No. 40に「宗方小太郎日記，明治 22～25年」，No. 41に「宗方小太郎日記，明








2．明治 32 年 1月から 12 月までの日記
　明治 32（1899）年の日記は，1月 1日から 3月 31日までの一綴じと 4月 1日から 12月 31日までの





た。『東亜時論』第 5号「会報」には，1月 29日に牛込東五軒町 35番地に移ったとあるので，30日に
は新しい事務所に行ったことになるし，日記にもその住所が書かれている。この 2度の会議のうち前者






と伝えてきた。このことは 1月，2月に上京した時の動き，とくに 1月 30日の会議と関連があると思
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われるが，その詳細は後考に俟つしかない。なお，前年 10月分から海軍嘱託費はそれまでの 100円か
ら 130円に値上がりしているが，4月 17日の日記によると，5月から 7月までの 3か月の嘱託費として
400円もらったことになっている。それをひと月あたりで換算すると 133円余になるが，130円から多
少とも値上げした額なのか，130円は変わらないがその 3か月分 390円を切りのいい数字で 400円とし
て支給したものかは不明である。さらにお金に注目して日記を見ていくと，4月 28日に東亜同文会か








































時中断されたのは近衛篤麿一行の訪中によってであった。10月 25日上海着から 11月 4日漢口から上
海に向けて船で発つまで東亜同文会会長近衛のお供をした。その間南京では両江総督劉坤一の，武漢で
は湖広総督張之洞の歓迎を受けており，日記には彼らの歓迎ぶりを詳細に伝えている。また近衛等が漢



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3．明治 33 年 1月から 12 月までの日記
　この年の日記は 1年を通しての一綴りとなっている。が，1月 12日までは湖南紀行と重なっていて
簡単な記述になっている。
























































































る。4月 23日―「安原に発信」は第六十一号を送ったことか。6月 1日―第六十二号，6月 2日―第
六十三号，6月 6日―第六十四，六十五号，6月 8日―＊第六十六号「義和団事件」，＊第六十七号「四川
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遡航の英艦」，6月 11日―第六十八号，6月 12日―第六十九号およびその附録，6月 29日―第七十号，




月 27日―＊第七十九，＊八十号，7月 28日―＊第八十一，＊八十二号，7月 30日―＊第八十三号，8月 10
日―第八十四，八十五号，9月 1日―「軍令部に報告」とあるのは，第八十六，八十七号を書き送ったこ

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 　　 　 　惇親王　　端郡王　　皇太子溥儁
　道光帝　  　恭親王
　　　　 　 　醇親王　　今帝
  　西太后那拉氏　太后の妹は醇親王の妣にして今帝の生母なり
七月十二日　陰天。午前大杉，村山等来訪。漢口岡幸七郎の信到る。
○張之洞より北京に送るべき兵は武防営二百五十人，武功営及新募兵共に一千五百人。提督銜統領
方友升之を率ひ陸路信陽州を経て北京に進むべく，出発の期は本月十五六日頃なるべし。
○湖南布政使錫良は勁字営五営を率て不日北上すべし。
○浙江巡撫は鎮海，寧波，杭州の兵十一営を民船一百余隻に積み北上せしめたり。
　乍浦南湾砲台営，上虞護郡右旂，瑞字右営，瑞字左営。
○蘇州巡撫は五千人を率て北上。
午後佐々友房氏列五人来訪。馬車を同ふして愚園に遊び，帰途張園にて茗を啜り，六時帰る。雷雨。
七月十三日　晴。午前姚文藻，石田仁太郎，中路新吾等来訪。午後西田，笹，深尾，中路等を訪ひ，去
て大東を敲き柳原又熊を訪ひ，転じて領事館に大杉を訪ひ，帰途白岩の処に小談，帰る。成田錬之助
来訪。漢口岡の信到る。
七月十四日　晴天。軍令部に七十三，四号報告を送り，甲斐寛中の為に小山秋作に添書す。午前柳原又
熊等の帰国を長門丸に送り，柳原に留守宅への送金二百八十四円〇銭を托し，外に蜜銭二匣を托送
す。古山，吉田両人亦た本便より帰国せり。松澤敬譲，狄葆賢等来訪。午後佐々氏を三井に訪ふ。
本日山東巡撫袁世凱より当地盛宣懐に宛てたる電報に曰く，本月八日北京を発し，本日袁の処に達
せし使者の報に拠れば，本月六七日の交董福祥の軍城壁上に大砲を排列し，英公使館に集合せる。
各国公使及び居留民を攻撃し，墻壁を破りて入り，列国の官民将卒老弱男女を虐殺し尽し，一人の
存する者無しと云ふ。
董軍の跋扈甚しく，勅命と雖ども之を奉ぜず。初め董の使館の砲撃を行はんとするや慶親王，栄
禄，百方之を止むれども聴かず，終に此の大惨事を演出するに至れり。該電又曰く，現下の形勢皇
帝太后も亦た至危至険の境遇に立てる者の如し。
又湖南来電云，衡州地方の天主堂暴徒の為に毀壊せられ，伊国人主教一人，教士三名均しく殺害に
遭ふ。尚教士三名有り，下落を知らず云云。
又芝罘来電云，張家口，岫巌州，新民庁，奉天府，遼陽州一帯地方暴徒蜂起し，勢猖獗なり。大連
湾に在るの鉄道工夫一万六千人皆逃れ去り，各処の鉄道工事は一概停止し，金州駐札の露兵は防禦
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の準備に汲々。
七月十五日　雨天。午前唐才常を訪ひ，帰途汪康年，文廷式を訪ふ，在らず。晩郊外を散歩す。
七月十六日　晴。湖広総督張之洞に致書し之に激勧するに，東南各省の総撫を聯ね，火速兵を率て北上
し討賊勤王の事を以てし，其の持重観望の将来の為に碍有るを説き，決心断行を促せり。香月，渡辺
列より一品香に晩餐の案内有り。
○湖南巡撫兪廉三，湖北巡撫于蔭霖は政府の為す所を是認し，張之洞等と反対の行動に出でんとす
る者の如し。
○西太后は日，露，英三国に対し講和を申込まんとする者の如し。
○北京政府は南方の督撫に電告するに，洋人を撃攘す可きを以てし，若し命に遵はずんば死地に置
くべしと恐嚇せり。
○北京政府は西安遷都の準備に汲々たり。已に車輌其他を集めつつあり，董福祥の軍両宮を護送す
る筈なり。
○聶士成の軍初拳匪を討ち，後拳匪と合して洋人を天津に攻めつつ有りしが，拳匪の為に其の妾を
擄せられしを怨み，三千の兵を拳匪と天津に戦ひ，練軍拳匪を助けて聶軍を撃散し，聶士成逃れ
て行く所を知らず，又た上京の途に在りし二千の聶軍は洋兵と楊村に衝突して大敗を取れり。
○広東来信云，広西の藤県，容県の両地土匪滋擾，又た新州，横州地方不穏の報あり。広西の土
匪，広東の広寧に寇せんとする者の如し。李鴻章は増兵の費用として賭博場を公開して百二十万
両を得，又た家屋税を付課して十二万両を得，二十営の兵を（或曰四十営）養はんとし，此中半
数は安徽人を用ひ半数は広東人を用ゆる計画にて，安徽に兵士募集の為め候補道袁大化なる者を
出発せしめたり。又た別に一営の親兵を募集せん筈なり。又た広東の居民に一戸五十銭つつを義
捐せしめ，団練を組織し警察の任務を取らしむる計画なり。
広東小越平陸の信到る。文廷式来訪，本夕上船，湖南，江西に赴くと云ふ。唐才常亦来訪。七時文廷
式を送り，一品香に渡辺，香月の招邀に赴く。来会者は御幡，田鍋，成田，白岩，勝木，大津，秦，
甲斐及予なり。十一時帰る。汪康年来訪，午前一時辞帰。
御史楊崇伊，端王の密旨を受け前日蘇州より此地に来り，李鴻章の来着を待て協商する所有らんと
す。
七月十七日　陰天。上原艦長来訪。午後佐々氏を訪ふ。牧，宮坂，山根，川野久等来訪。岡野増次郎の
信到る。軍令部に七十五号報告を発す。
七月十八日　晴。熱気如焙，寒暖計九十二度。昨夜来下痢，腹痛，心気頗る不舒。晩佐々，深尾，笹
川，石田，中路，西巻，小室，上原，成田両艦長及び御幡，白岩，山根，牧，川野，成田，香月，井
上，小田桐，山田，中村等を四馬路杏花楼に饗す。九時席散ず。軍令部中村静嘉の信到る。
七月十九日　晩篠崎医生を訪ひ，薬を取て帰る。
黒龍江将軍寿長齊に，哈爾より兵を率て露軍を「ブラゴベチェンスク」に攻撃せりとの報有り。
湖南長沙の孔憲教，寧郷の周漢等，団練兵五千人を率て漢口の外国人を攻めんとするとの報に接せ
り。
聶士成戦死後，其の旧部の兵は馬玉崑の節制に帰したり。
七月二十日　晴天。午前汪康年，姚文藻を訪ふ。午後宮坂，山田等来訪。晩井手三郎の帰国を長門丸に
送る。
七月二十一日　晴。中村静嘉に発信す。是日午前十時李鴻章上海に来着す。随員二十三人，親兵二百
名，斜橋の洋務局に寓す。各国領事の李鴻章に対する感情頗る冷淡にして，一人の往て訪ふ者無し。
晩佐々氏を三井に訪ふ。
七月二十二日　晴。暑気殊に甚く，寒暖計九十三度。午後汪康年，姚文藻，唐才常等を訪ひ，去て東和
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洋行に石田，中路等を訪ひ，六時帰る。
七月二十三日　晴。午前佐々氏を訪ふ。午後田鍋と白岩を敲く。晩白岩の処にて会食し，八時領事館に
至り松村，深沢等を訪ひ，去て田鍋，山田良政，中村□善等の南京行を天龍川丸に送り，十一時帰
る。
七月二十四日　晴。午前深尾，笹川，石田，中路等来訪。之を誘て姚文藻を訪ひ小談，帰る。
○昨日杭州来信云，衢州府属の土匪甚熾，江山県城已に占領せらる云云。
○閩浙総督許応騤は，総兵曹志忠をして洋操旗兵一千人及び新募兵一千人を率て北上せしめんと
す。
○団匪河南，山東に蔓延し，江蘇の北境に及ぶ。徐州教会堂已に本月十八日に於て焚かる。
○江西袁州協鎮王国権，劉坤一の命により五営の兵を招募し，金陵へ送らんとす。
○江西巡撫より北上せしめたるは威武新軍四営なり。
○長江一帯の支那官民は日本が大兵を北清に送るの意を誤解し，大に怨恨を懐けり。
○劉，張両総督は，各国にして愈よ分割の態度を取るが如き有らば全力を尽して之に抗拒せんと決
心なり。彼等が砲台を修め兵力を厚ふするは，実に此れが為なり。
○李鴻章の北上に対し各国領事等の感情を害せしは，全く李を以て西太后の代表者と認定したれば
なり。
五時佐々友房氏来訪。馬車を共にして張園に遊び ､ 茗談暮に及で帰る。
刼余残生豈求全，樸々風塵二十年，鬢毛漸衰気尚激，龍拏虎擲心欲然，燕山風雨撼天地，八道妖雲
遶日辺，胷裡甲兵躍不已，夢斬鯨鯢夢痕羶，西風落日呉江上，笑指燕雲万里天，蠢了宗周爾不久，
整頓誰握此坤乾，河山歴々中原道，何人先著祖生鞭。
七月二十五日　晴天。午前白岩，秦，佐原，王昭等前後来訪。王氏は戊戌政変後我国に亡命し，今回北
清事件の為に芝罘に航し，陸路直隷に入らんとして果さず，数日前此地に来れる者なり。本日の臨時
便船にて軍令部に第七十六号報告を郵寄す。
江蔭砲台に三千の兵を増し，又た水雷布設の準備を為しつつ有り。
夜汪康年来訪。出て克堂を三井に訪ふ，在らず。
浙江省の江山県を陥れ常山を囲みしは無為会員なり。
米，露，伊三国領事，李鴻章を見る。李曰，我国力能く拳匪乱兵を平定するに足る故に，在京各国
公使を送りて天津に到るの後，各国に向て暫く停戦を乞はんと欲す。若し然らずして各国兵を北京
に進めば公使等の性命恐くは保ち難し云云。
本月六日在北京英公使よりの消息によれば，公使は依然攻撃を受けつつ有るも尚能く二週間を支ふ
べし。各国人の戦死四十人，負傷八十人を出せりと云ふ。
在北京の各国人数は合計一千四百人，其中各公使館員五百人と各国雑人五十人，税司雇男女四百
人，使館の護衛兵英国七十五人，露七十五人，米七十二人，仏七十二人，独五十人，澳四十人，伊
四十人，日本二十六人。
安徽巡撫王之春の募りし兵勇は，楚軍十営と湘勇武衛正前，正後，正左，正右，正中の五営なり。
張之洞電奏保彼長江□□出于不得已非臣本□身具北人亟人願□命朝廷帯兵北上併力死戦
七月二十六日　微雨。中路来訪。晩汪康年の招邀に愚園に赴く。会者佐々友房，深尾，笹川，石田，中
路，藤田，小田桐，井上，中路及予なり。十一時席散ず。演劇を一観し，汪氏に分れ，佐々氏と馬車
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を同ふして帰る。
李鴻章の意は各国公使を救出して天津に送り，之と和を議せんと欲す。彼は和議の時日本の有力
なる助力を得て円満に局を結ばん事を希望し，償金及び土地の割譲は列国の求に応ずる能はずと
謂ひ，各国出兵の費用も之を償ふに意無き者に似たり。
又た李氏は皇帝を擁立するの意無く，旧に依りて皇太后訓政の下に政府を改造せん事を期し，端
王剛毅等の徒を一掃するは容易の業と為せども，政府改造の時に方り人材を天下に求むるは必要
なるも，康梁の一派は太后の悦ばざる所なれば断じて登用する能はずと明言せり。
又た李氏の所見にては皇太后が果して端王剛毅を疎ぜるや否，甚だ疑はし，或は今尚其の籠絡中
に在るや知る可からずと謂へり。
以上李氏の意見に就て之を判すれば，各国公使を北京より救出し天津にて和を議し，戦費償はず
土地割かず，以て此の難局を完結せんとする者の如し。是れ列国が断じて首肯せざる所，独り欧
米各国のみならず，我日本と雖ども亦た断じて之を甘談せざるべし。況んや李の欲する所は義和
団事件の元悪たる皇太后の訓政を繰り返へし，不能なる内閣を再造せんと欲す，是支那大局の禍
なり。列国決して之を承認せず。我を以て之を見れば，宜く列国は此の機会に乗じ満州政府を事
実の上に覆し，太后を斥け，満員の頑劣なる者を一掃し，政府の組織を根本より改造するに非ず
んば数年ならずして故態又た崩れ，旧病の再発を見るは必然なれば，姑息弥縫の改革は毫も大局
に益無きのみならず，却て深患を将来に貽す者なり。我日本は恰も朽敗せる一大老屋の近隣に家
するが如し，危険是より甚しきは無し。故に自家の安穏を計らんと欲せば，時を以て此の老屋を
打壊し，新材を蒐めて之を改造し，以て其の危険を防がざる可からず。
李鴻章の明を以てすといえども，尚且つ皇太后の範囲を出る能はず。況んや劉坤一，張之洞の輩
に於てをや。支那に具眼の人無き今日に至りて已に極まれり。已むこと無くば則全国を大混乱の
域に駆り満天下の汚穢伏毒を一洗し干戈殺伐の間に新気象を養成し，然る後国家を再造するの一
法有るのみ。夫れ支那の保全なり，抉植なり。其事や甚だ善し。然れども，我日本の位置よりし
て支那を遇するには宜しく之をして太強ならしむ可からず。又た太弱ならしむ可からず。恩に感
ぜざるは支那人の特色なり。我れ若し之を助けて太強ならしむ，其強や却て我に害あり。我之を
して太弱ならしむ，其弱や即ち我に損有り。故に曰く，不強不弱の間に支那の存立を保たしめ，
常に之をして我を畏れ，我を敬して背く事能はざらしむるは，我帝国の至計なり。是を以て支那
を待つの道は七分の威力を以て之を押へ，三分の恩を施して之を撃ぐに在るなり。
剛毅は列国の軍隊北京に入るの後其の己れの身の保たざらん事を懼れ，自ら各国公使を送りて天
津に至り，以て列国の歓心を沽ひ己れの罪を亡ぼさんとするの意有る者の如し。其の心の用ゆ
る，狡なりと謂ふべし。
尚上海の英人等は李鴻章を目して露国の利益を計る者と断定し，又た其の北京行を以て列国の間
に離間を試み，其の連合を分裂せしめんとするの狡謀を抱ける者と為し，極力之を排斥せり。蓋
し此の一事は，我日本も亦宜く予め注意警戒を要するの価値有るを信ず。
　各省の北上兵及び新募兵
　北上
湖南　布政使錫良引率，湖南練軍勁字営六営，右は歩砲両種にして数三千人
　三十三年七月十六日武昌を経て陸路北京に向ふ
湖北　方友升統帯，十六より二十日迄北上の途に上る
　武防，武功，襄陽騎兵一営，砲兵一営数五千人，新募兵若干
　荊州駐防旗兵二千人副都統徳禄率之
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　福建　曹志忠統率一千人の洋操旗兵と新兵一千人
　浙江　乍浦南湾砲台営，上虞護軍右旂，瑞字左営，瑞字右営，合計十一営
　江蘇　蘇撫鹿け霖帯五千人
　清江浦武衛先鋒一千人
　江西　威武新軍四営
　広西　劉永福福軍一万人，此中三千人を三隊に分ち先つ北上せしむ
　新募
　浙江　新軍二営
　江蘇　湖南より一万人を募り清江浦に送れり
　安徽　王之春湖南にて五千人を募る
　湖北　湖南に募五千人，此中半数は北上せしめ，半数は湖北の補充と為す
　護軍営の欠員を補充し，外に護軍二営を増設するの計画にて一千五百人を募りつつあり
　又た武防一営北上せしを以て其補充として二百五十人を募集中
　広東　二十営と総督親兵一営募集の計画中
　江西　□兵一千人□□□□　□大□□
　呉淞口　盛字五営　英，独，□　班姓率之
　新募保護鉄道兵　一百人
　新募練勇　二百人　戴子邁大令帯
　新募晋字，安字両営
　盛字旗滬軍営の改名　一名巡捕営三哨百八十人　翁子文帯
　上海の兵数　合計三千四百四十四人と水師兵六十四人
　撫標滬軍営　中左右三哨四百五十人　遊撃龍鎮囲帯駐南碼頭
　督標奇兵営　五百人　遊撃羅姓帯札徽州会館
　督標左営　二百六十四人，水師碇艇四隻十六人　参将廖楚材帯
　製造局砲隊営　中左右三哨七百五十人
七月二十七日　晴天。午前佐々克堂を訪ひ，晌午帰る。第七十九号，八十号報告を軍令部に発す。外に
熊本留守宅に一信及び縮緬一疋，内田岳父，河口，田中諸家に各一信を作り上田賢象に帰県に托す。
漢口岡の信到る。岡に復書す。桑田豊三福州より来着。平原文三郎，橋本齊次郎の信到る。汪康年来
訪。
二十七日北京政府は電報を以て李鴻章の北上遅れたるを厳責せり。政府の李を招くは講和の為に非
ず。之をして北方の総軍を統督し，列国に当らしめんが為なり。政府が各国公使を放たざるは之を
して列国の連合軍を挟制する者なり。政府の意は各国公使を北京に留めつつ有る間は，連合軍決し
て北京を攻むる能はずと為し，其の活殺の権を握りて列国を挟制せんとす。
七月二十八日　晴天。軍令部に八十一，八十二号報告を発す。朝出て三井に至り佐々氏を訪ひ，十二時
佐々，深尾，笹川，成田錬，上田，太田原等の帰国を送る。午後左の意味の電報を軍令部に発す。
（北京政府は列国と和を議するの意無し。李鴻章をして北支那の全軍を督し列国と戦はしめんとす）
岡田兼次郎来訪，昨日福州より来着せりと云ふ。前田彪の信到る。
福建省内邵武，汀州，建寧の三地不穏を報ず。先日の大洪水にて難民頗る多く，人心浮動の兆有
り。
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李鴻章は二十七日の電報に接し，憂慮措かず，近日漢中府知府（現に上海に在り）楊崇伊をして北
京に至り，皇太后を見て諫争せしめんとす。
李秉衡兵を率て北上の途中，景州に於て天主教民多数を殺戮せりとの報有り。其の為す所，義和団
と毫も異る所無し。
劉坤一部下の官吏等日本の出兵を怨む事甚だ深し。其の理由は大沽砲台の占領，日本軍之が先登た
り。天津城の攻撃，日本軍又た之が先登たり。而して其の勢力露国と相拮抗し，続々兵を発して清
国に臨み，欧人の為す所と毫も異る所無きのみならず，恰も列国軍の為に先導せるが如きの観有
り。是れ欧人と共に支那を敵とし，支那の境土を奪略せんとする者にはあらざる乎との疑惑は日に
益す深きを加ふるの状有り。
七月二十九日　晴。午前汪康年，中路，石田等来訪。午後出て姚文藻を訪ふ。
浙江衢州府江山県の匪勢逐日猖狂，龍游，蘭渓の両県亦た危迫を告ぐ。
夜白岩，岡田兼等を訪ふ。
七月三十日　晴。軍令部に八十三号報告を発す。予今夕大井川丸に搭じ漢口に向はんとす。石田仁太
郎，中路新吾と南京迄同船を約す。白岩，牧来訪。
西公使本月十九日北京発の信に拠れば，日本人は安藤大尉，児島，中村及水兵五人戦死し，楢原陳
政重傷を被れりと云ふ。
汪康年，姚文藻等を訪ふ。九時大井川丸に乗ず。牧巻次郎，渡部，香月，桑田，井上，小林，井手
友，牛島，小田桐，岡田兼等来り送る。
七月三十一日　晴。午前一時半開船，午後二時江陰を過ぐ。清国軍艦海天，海圻，海籌，海琛以下十隻
と水雷艇二隻碇泊す。雷鳴大雨，如覆盆。予長江を上下す二十三回たり。
八月一日　晴。午前四時半船南京に達す。石田，中路二人上陸。
八月二日　晴。午後二時九江を過ぐ。
八月三日　晴。午前九時漢口に達す。直に上陸，東肥に至り緒方と小談，漢報館に帰る。八重山二番分
隊長深柄大尉及び瀬川領事来訪。晩瀬川より案内あり，梶川八重山艦長と之に赴く。談話九時に至て
帰る。金島，横山，小森来訪。
八月四日　晴。櫔原孫蔵来訪，今晩啓程帰国を告ぐ。湖南人黄福恒，趙書仁来訪。中島裁之来訪，帰国
を報ず。南京田鍋安之助，佐々木四方志，井上雅二，熊本留守宅に発信す。午後出て商船会社前原，
金島及び東肥洋行を訪ふ。東肥にて晩食し，栃原，小山田，中島裁之，小森等の帰国を大井川丸に送
る。李泉渓来訪。
八月五日　晴。熱気如烘。午後道台衙門訳官来訪。武昌晴気，久米両大尉及び美代，根岸外一人並に松
村海軍大尉等来訪。夜松本，中畑来訪。
是日芝罘電報に接す。曰く，各国の聯合軍本日一日天津を発し，北京に向て進軍すと。又た本日北
京政府より張之洞に電報有り。其大意に曰く，政府は在京各国公使の指定せる日時に於て妥員を派
し，各公使を護送して天津に到らしむべきに付き，聯合軍の北京進攻を中止せん事を列国軍隊に向
て照会せり云云。
八月六日　晴。午前瀬川領事来訪。午後林述唐，沈克誠等を訪ふ。
襄陽，新堤，蒲圻，麻城，四股の哥老会員十万人，此中能く用ゆ可き者五万人有り。兵器は湖北各
軍の兵卒多く会藉に属するを以て其の兵器を利用する筈なり。凱字軍は半年用を為す可きも，護軍
は中営のみに過ぎず。黄忠浩持重動かず，呉元凱亦た張之洞に背くの勇無しと云ふ。
張之洞が湖南巡撫以下に与へし電報を見るに，実心内地に在る教士教民を保護し，衡州の首犯を捕
へて死刑に処し，地方官の職責を失せし者を厳罰に処し，以て仏，意両国に対し謝罪の意を表す可
しと為せり。仏国領事より張之洞に照会せし意味は，湖南教案の処分は只だ地方の大吏是問ふ云云
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の語有り。
前原厳太郎，菅沼某，李某来訪。楊子荃，李泉渓来訪。
八月七日　晴。午前武昌商務報館に至り，両湖書院監督梁鼎芬，商務報主任朱克柔に会し，北清事件に
付き議論を上下す。中食の饗応を受け，午後一時辞して農務学堂に至り美代等を訪ひ，三時提調官汪
鳳瀛に会談し，去て武備学堂に太原，久米，平尾，晴気の四大尉及び木野村等を訪ひ，晩食後辞帰。
本日梁鼎芬，汪鳳瀛等の談に拠れば，
目下張之洞，劉坤一，李鴻章，奎俊，端方（陜西巡撫代理）等の聯絡は頗る堅く，東南各省の平和
を持続し，外国人を保護し，民乱を予防し，以て北方乱機の南漸を防ぐに努力せり。故に北京より
逓伝する所の上諭も其の宗旨と合する者は之を奉じ，合せざる者は之を斟酌するのみ。
東南の兵を分て北上し，勤王討賊以て列国公使を救護するの一事即今の急務なれども，実際東南各
省此の兵力無し。現に湖北一省を以てするも僅々六千の数に過ぎず。如何ぞ能く之を分たんや。
万一東南の兵備を半減するが如き有らば忽ち匪徒隙に乗じて窃発の恐有り。事情如此なるを以て到
底北方に勢力を傾注する能はず云云。
張，劉等の意は皇太后を奉じて政府を改造するに在りて，全く皇帝を無視せり。梁等の言に曰く，
張，劉等の各督撫は皇太后，皇帝一日世に在れば一日之を翼戴し，決して背違す可からず。万一不
幸にして両宮に不測有らば，已む事を得ず南方に自立の態度を取るべし。両宮にして在らば，南方
自立の事名分の許さざる所なり。
北京宮中に両派有るは事実なり。即ち端王，剛毅，徐桐，趙舒翹，啓秀の派と慶王，栄禄，王文韶
の一派となり。而して兵権多く端王に帰す。是れ其の跋扈衰へざる所以なり。
各国聯合軍北京に入るの日，威力を用て政府を改造せしども，願くば頑固党を一掃せん事を望む。
而して此の改造の際日本が主として清国の利益を現在と将来とに扶持せん事を望む云云。
李秉衡の兵直隷にて教会堂を焚き教民を殺せしは事実無根なり。又た袁世凱の兵董福祥の兵と徳州
に衝突せしも一場の浮説に過ぎず。
湖北省蘄州に小変有り，張之洞兵を送りて之を討つ。
朝廷の意は在北京の各使臣を送りて天津に至らしむるに在れども，各使臣途中の危険を慮りて之に
応ぜず。
汪氏曰く，今回北清の民変は露，独両国及び鉄道技師，宣教師等之を激成せり。彼の露人の遼東に
於ける支那人を待つに全く人理無し。独逸人の山東に於けるも亦た然り。此の他芦漢鉄道の技師等
亦た平日犬馬を以て支那人を遇せり。故に今度の事件は之が反動のみ。皇太后の義和団を討つに忍
びずして暗に庇助する所以の者は，実に之が為なり。
四川井戸川辰三の信到る。商船会社前原より明日晩餐の案内有り。
八月八日　晴。午前深柄大尉，松村大尉及び昨日上海より来着せる高雄水雷長大尉原口房太郎等来訪。
天津に在る各国艦隊の長官会議に於て，独逸人の首唱にて東南督撫が長江防備を厳にし兵力を厚ふ
するを禁ぜん事を主張し，決議の後之を英国水師提督の上海に在るに托し，先つ劉坤一に此の意を
伝へ，自今若し長江一帯に兵を増し砲台を築くが如き有らば，即ち列国に対し敵意を有する者と認
定すべき旨を達したりと云ふ。
一説によれば，英提督シーモア氏と劉坤一との交渉にて長江一帯の保護は万事協商の上に手を下す
事とし，決して英国より不法の事を為さずと約せりと云ふ。
午後緒方二三来訪。二時鉄道局総弁鄭孝胥を訪ふ。其の談話の要領左の如し。
張之洞は万一総督の職を褫はるるも管内の治安を維持するに人無きを以て名とし，決して任地を去
らざる決心なり。
先月来の上諭に排外主義のものと平和主義の者ありて参差一ならざるは，端王軍機処出勤中に発せ
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し者は排外主義にして，其の不在の時慶親王，栄禄等の手によりて発せられしものは平和主義な
り。
兵権は多く端王の把持する所と為り，慶親王，栄禄は力足らずして端王に敵する能はず。
総理衙門大臣許景澄，袁昶両人は和議を主張せし廉を以て死刑に処せられたり。又た張蔭桓も新疆
に於て死に処られたりと云ふ。
本日鉄道線路保護の為め護軍一哨を信陽州に派遣せり。
林述唐，沈克誠来訪。
昨日，武昌愷字軍統領呉元凱をして帯兵北上入衙せしむべきの電命張之洞の許に達せり。
又劉坤一，張之洞は譴を被れりとの説あり。
張之洞は又た糧米五十万石を北京に送納すべき命を受けたり。
夜商船会社の宴に赴く。来客は領事及び軍艦八重山の士官一同と予と緒方なり。
八月九日　晴。河南梁肇川の友馮鑑庚来訪。王照氏僧服を着け来り訪ふ。夜林述唐来訪。瀬川領事来
訪。是日漢陽福音堂壊たる。
八月十日　晴，熱気如烘。午前王照来訪。軍令部に第八十四号，八十五号報告を発す。是夜八重山艦長
梶川良吉，瀬川領事，王照，前原，緒方等を招き饗す。十一時散ず。
　　是日桮棍有り，五聖廟の教堂を擾む。
是日大通に暴動起り，市街を焚き，官署を毀てりと云ふ。
八月十一日　晴。朝軍艦八重山に梶川艦長を訪ふ。王照亦来会。士官室に至り，談話時を移し，辞して
領事館に至り瀬川を訪ひ，三輪等の処にて中食し，去て郵便局に二橋を敲き小談。神保軍医に耳の診
察を受けて帰る。夜東肥を訪ふ。
八月十二日　晴。菅沼，松田満雄来訪。松田を留て中食を饗す。
拳匪の頭目李来中，軍機章京上に在りて行走を命ぜらる。
湖北官府諸官吏の一系統は，張之洞，瞿廷韶（代理布政使），道台岑春□等端王の為す所を憎み，
巡撫于蔭霖，代理按察便孟継堹，塩道逢潤古，武昌府余肇康，江夏県陳令等端王に附和し攘夷を主
とし，両立せざるの勢あり。
南京田鍋より電報有り，予の帰期を問ふ。即ち明晩の元和より下申の事を覆電す。
八月十三日　晴。是夜元和輪船に乗じ漢口を発し上海に下らんとす。朝来行李を戒む。唐才常，甲斐靖
上海より来着，沈克誠と共に来訪。緒方二三，福邊某亦来訪。緒方，甲斐を留て中食を共にす。深柄
大尉来訪。南京田鍋安之助の信到る。八時漢報館を出で，怡和洋行の元和輪船に至り官艙に坐す。緒
方二三，外二名同船たり。甲斐，岡，篠原，神坂，三輪等来送。十時開船。船の買弁翁酔棱なる者孫
文の党にして，予の旧知なり。接待具に到る。
八月十四日　晴。午前九江着。磁器二点を買ふ。
八月十五日　晴。南京にて王照氏船に上る。午後鎮江に達す。碇泊中緒方と骨董舗に過り康熙焼の茶壺
一個を購ふ。価二元五角。
八月十六日　晴。正午船上海に達す。予長江を上下する二十四回たり。上陸，緒方と別れ同文会に到
る。田鍋在焉。昨日南京より来着せりと云ふ。晩緒方を訪ふ。橘三郎亦来る。夜篠崎を訪ひ病処を診
せしむ。
漢口を発し上海に到るの間途上所見如左。
漢口，英艦一隻，九江，蕪湖に各一隻，南京，鎮江に各一隻。又た南京に清艦三隻，鎮江に一隻，
江陰は夜深ふして詳からず。
小姑山下游の馬当磯に兵勇多数を役し，砲台を築造せんとする者の如し。
南京城外下游の山上砲十一門を安置す。
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南京，鎮江の中間右岸の山上砲十余門を備へたり。（之れは余の実見に非ず）
九江の砲台改造工事に着手せり。
鎮江焦山の頂に暗に砲台を築き砲五門を備へ（伝聞）又た象山の頂に新に砲二三門を安排せるを見
る。
東京中村静嘉の公用文書，佐伯誾の公文，宮崎寅蔵，平原文三郎，甲斐寛中，上田賢象等の信書を接
手す。
八月十七日　晴天。午前牧巻次郎，佐原篤介，中路新吾等来訪。
各国の聯合軍は本月十五日北京城外に達せりと云ふ。直隷総督裕禄楊村に戦死し李秉衡負傷せり。
皇太后，端郡王以下本月十一日北京を出で，董軍三千に護衛せられ張家口を経て北路を迂廻し陜西
の西安府に遷れりと云ふ。
東京中野静嘉，熊本留守宅に発信す。王照，唐法塵，西村天囚等来訪。晡時陶森甲を訪ひ，談話時を
移て帰る。
八月十八日　晴天。是日西京丸出口，緒方二三等の帰国を送る。漢口岡，篠原に発信す。堺与三吉を旭
館に訪ふ。陶森甲，王照，李泉渓等前後来訪。夜橘三郎，田鍋安之助を大井川丸に送る。亀雄の信到
る。
八月十九日　半晴。篠崎を訪ひ，転じて領事館に白須直を訪ふ。汪康年，姚文藻を訪ふ，皆他行家に在
らず。
清皇帝並に皇太后，端王以下百官率ひ本月十日北京を出で，道を宣化に取り，山西五台山行宮に至
り駐駅。
江蘇巡撫鹿け霖各省に電告して曰く，以後各省より解送する所の糧餉，軍械等は皆山西に運送し北
京に輸す勿れ云々。
李秉衡は本月十日北倉の役に受傷し，十一日死去。又た張春発，陳澤霖両将通州の役に歿し，馬玉
崑亦た重傷を受くと云ふ。（陳は前任江西按察使，現任武衛先鋒軍統領，張は副統領たり）。
夜平山周来訪，本日香港より来着せりと云ふ。
八月二十日　晴天。東京中村静嘉，宮崎寅蔵に発信す。又た漢口篠原に発信す。午前牧，佐原来訪。午
後篠崎に至り薬を取り，去て平山周を常盤に訪ひ，四時帰る。福州橋本齊次郎，平原文三郎に発信
す。
英国印度兵の上海に上陸せしもの一千人，仏国水兵百三十人。尚次便にて仏国の安南兵二百五十人
来着の筈なり。米国も亦た兵を南清に送らんとす。
八月二十一日　晴天。心気不舒。午後文廷式来訪，本日湖南より来着せりと云ふ。白岩龍平，佐原並に
方，張二氏来訪。
兵部尚書徐用儀，総理衙門大臣聯元，戸部左侍郎立山等端王の参する所と為り殺され，又た宗室数
人太后に従ひ山陜に走るを願はざるを以て殺さる。
栄禄亦た刑部の獄に収監せらる。
八月二十二日　晴。王照来訪。午後漢口電報に接す，云ふ，唐才常，甲斐靖以下三十人昨夜捕縛せらる
と。直に陶森甲に致書し救解の策を講ぜしむ。小田桐，中路等を約して文路に至り鰻飯を食ふ。白岩
を訪ふ，在らず。牧巻次郎を訪ひ小談，去て仁徳里に唐才常の一派狄葆賢，趙従蕃等に会し唐等救出
の事を協議す。陶森甲亦来会。去て小田切領事を訪ひ小談。帰途又た狄等を一訪して帰る。東京笹川
潔の信到る。
八月二十三日　陰天。午前出て文廷式を訪ふ，在らず。去て汪康年，姚文藻を訪ふ，亦た在らず。趙従
蕃来訪。東京佐伯誾の信到る。金三百円を軍艦に托送せるを報じ来る。
英国印度兵の上海に上陸せしは二千二百人也。仏国の安南兵　百人。
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栄禄に死を賜ひたりとの電報李鴻章の許に達せり。
端郡王は日本軍隊の為に捕はれたりとの電報李鴻章の処に達せりと云ふ。
皇帝亦た日本軍営中に在りとの説あり。
八月二十四日　晴天。午前小越平陸福州より来着。午後篠崎を訪ふ。海軍少佐上村経吉来訪，本日の長
門丸にて来着せりと云ふ。軍艦八重山中野直枝の信到る。軍令部よりの送金依托され，携へ来れるを
報ず。文廷式来訪。去る二十一日夜漢口に於て捕縛されし唐才常等は直に斬首せられたりと云ふ。晩
食後上村経吉を朝日館に訪ふ。帰途白岩を訪ひ，十時帰る。岡幸七郎の信到る。
八月二十五日　晴。亀雄並に佐伯誾に発信す。午後篠崎に至り，去て上村少佐を訪ひ帰寓。王照来訪，
本夕より北清に赴くと云ふ。因て芝罘田結領事，北京福島少将への添書を与ふ。御幡雅文，深柄大尉
来訪。
八月二十六日　陰天。
皇帝，皇太后，山西大同府属の陽高県を過ぎ太原に向へりとの電報あり。
八月二十七日　雨。
仏国西貢兵八百人を上海に送る事に決し，近日中全数来着すべしと云ふ。
英国浙江の舟山に一千の印度兵を上陸せしめたりとの説有り。
八月二十八日　夜来大風。午後篠崎に抵る。南京田鍋，山田一行引き上げ来る。牧，勝木，西村，秦，
堺等来訪。小越平陸を漢口部員に推薦するの書を東京同文会本部に発す。姚文藻来訪，本日蘇州より
来着せりと云ふ。晩汪康年来訪，本日長江より帰来せる者也。漢口岡幸七郎の信到る。二十二日より
三日に掛け張之洞の手に殺されたる者は唐才常，林述唐以下十九人なりと云ふ。
八月二十九日　晴天。同文会に報告を発す。外に漢口岡，瀬川に発信す。上村少佐来訪。軍令部よりの
送金三百元を受取る。平山周来訪，孫文亦今日の便船にて来着せりと云ふ。中野熊五郎来訪。汪康
年，佐原，渡辺等来訪。晩上村の招邀に赴く。会する者小越，稲村，白岩及び予なり。孫文，尤列，
内田甲等と旭日館に会談す。軍令部及び熊本留守宅の信到る。
八月三十日　晴天。午前朝汪康年来訪。共に馬車に乗じ旭日館に孫文を訪ひ，中食後出て，小越平陸，
上村経吉の帰国を旅順丸に送り帰る。文廷式来訪。
李鴻章，楊崇伊を北京に遣はし，俄に満州独に山東を与へ，以て北清問題の主人たらしめ大阿哥を
皇帝の位に登し，俄独の力を仮りて日英を抑へんを画せるものの如し。
八月三十一日　晴天。正金銀行に百三十五円を預け，田鍋，白岩，宮坂，堺来訪。中路，平山周来訪。
晩田鍋安之助を訪ふ。
九月一日　晴天。軍令部に報告並に安原金次，熊本留守宅に発信す。李泉渓来訪。午後出て孫文，内田
甲，安永東，中路新吾，金島文四郎等の帰国を神戸丸に送る。容星橋亦た服を変じ，孫と同船日本に
赴く。唐才常事件の嫌疑にて官府の為に物色せられつゝに有ればなり。漢口岡，篠原の信到る。
九月二日　東京同文会より九十二ヶ月分漢報補助費五百円を送り来る（額面五百円，実額四百七十一
円）。
九月三日　晴天。午前正金銀行に至る。漢報費九十二ヶ月分五百円を受取り，此中為替相場の差にて
三十円減じ，予の手当九月分八十円を控除残額三百九十一円を両と為し，二百八十両七八を漢報館に
匯送す。漢報停刊或は張之洞に売与の権を岡，篠原に委任し，両人をして適宜処分せしむ。
九月四日　雨。東京同文会柏原文太郎，十一月以降の補助費中より金四百円，漢口に送らん事を申送れ
り。漢口岡，篠原に発信す。晩田鍋，中村，佐原，文廷式来訪。
九月五日　雨天。田鍋来訪。晩領事館に松村を訪ひ，十時帰る。
九月六日　晴。午前劉兆□来訪。午後小田切領事を訪ひ小談。二時小蒸汽にて軍艦八重山に至り，遠藤
司令官，梶川艦長，中野参謀以下数人を訪ひ，談話時を移して辞帰。六時牧巻次郎の招邀に赴く。九
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時帰る。佐原，大原俊三，白須直来訪。本日独逸新着の陸兵四百五十人上陸。
九月七日　晴天。文廷式を訪ひ告別す。正金銀行に至り金七百十三円四十銭を為替す。漢口岡の信到
る。井上俊三四川より来着。漢口岡，篠原，大坂鳥居に発信す。海軍々令部に第八十八号，八十九
号，九十号報告を発す。汪康年来訪。夜篠崎都加佐より麦酒一打を贈り来る。趙従蕃来訪。文廷式，
佐原，山田良政，中村，田鍋等来訪。
九月八日　晴。午前八時西京丸に乗じ帰国の途に上る。小田切領事，白須直，深沢暹，井上，小田桐，
吉田順蔵，白岩龍平，牧巻次郎，堀，上田，井手友，牛嶋，中西，勝木，篠崎，田鍋安之助，中村□
善，小林，岡野，秦，石塚，西巻等来り送る。九時半開船。是日陰暦八月望日たり。
九月九日　晴。海上。
九月十日　晴。午前六時船長崎に入る。検疫後九時上陸。土佐屋に投ず。日の出新聞社上田黒潮，長崎
新報記者上野秀次郎，大坂朝日新聞社山本静也来訪，清国の近状を敲く。之に一二件を話す。西田龍
太来訪。熊本井手，松倉，藤本，緒方等に発信す。晩西田を招き晩餐を共にす。正金銀行に托しし金
七百十三円二銭を熊本第九銀行に為替す。熊本留守宅に電報す。是日午後四時半弁髪を断つ。回顧す
れば去る明治十九年十一月三日清装に変じてより北馬南船匆々十又五年。今也時勢一変，此の無用の
物を要せず，断然割去愛惜の念無し。九州日の出社員井上俊三，石原等来訪。十時半汽船勢運丸に上
る。十二時出港。月明如霜。
九月十一日　晴。午前六時三角際崎に達す。直に上陸，茶店に上りて朝食を用ひ小憩。八時十五分の汽
車に乗じ熊本に向ふ。九時半春日駅に達す。奥村伝と邂逅す。上車千反畑の宅に帰る。妻孥如恙，闔
家安如。内田岳父来過せらる。緒方二三，毛利篤来訪。古川権九郎本日より上京すと聞き，出て之を
訪ふ，已に出発して在らず。帰途津野，折原宅を一訪し帰る。晩山田珠一よりの招邀に静養軒に赴
く。会する者緒方，松倉，高木，毛利，藤本，大畑等也。
九月十二日　晴。午前牛島，柳原，松倉，井芹，米原，河口，高木等来訪。
九月十三日　微雨。午前安達，柳原，狩野直記，井上俊三等来訪。午後狩野を訪ひ，其の東京行を送り
て帰る。大江，聲取坂，上林の各親類並に知事宅を訪ひ，去て支那店に至り松倉，藤本等に会し，晩
食後帰る。是日第九銀行に金六百五十円を預く。
九月十四日　陰。朝師団長伊瀬地好成氏を訪ひ，談話時を移し，去て鎮西館に安達，平山，山田珠一等
に会し，午時帰る。島田数雄来訪。岡本源次来訪，之を留めて小飲。夜高藤某来訪。齊藤国雄の信到
る。雨。
九月十五日　陰。鳥居赫雄，井手三郎の信到る。木村万作来訪。中食後米原繁蔵を訪ふ。午後支那店に
至り松倉を訪ひ，迫時計店に人を遣はし時計を換ゆ。晩食後帰る。林田道利の信到る。井手三郎に発
信す。
九月十六日　雨。午前谷口長雄，田中清司，津野一雄来訪。林田道利に返信を発す。夜山田珠一来訪。
九月十七日　晴天。午前九時半池田駅より上車，宇土に至り城山の先塋に展し，去て一里に至り篠原邦
威の留守宅を訪ひ，其の大人の死を弔ひ香料を供し，奥村氏にて中食し，午後浅井寅喜を訪ひ，転じ
て法華寺先妣の墓に謁し，林田道利に抵り晩餐の饗を受け，五時川野廉に過ぎり小談。辞して谷口叔
母を見舞，六時の汽車にて熊本に帰る。不在中池田源七，柳原又熊来訪せりと云ふ。
九月十八日　陰天。午前柳原，岳父来訪。午後中路新吾，門池熊彦来訪。夜河口介男，矢野諸房来訪。
漢口篠原，長崎田鍋，東京安原金次，上村経吉，井手，上海岡野増次郎，東京亀雄の信到る。
九月十九日　晴天。上田小三郎来訪。東京中西正樹の信到る。佐野直喜，田鍋安之助，井手三郎等に覆
書す。晩経済協会の招待に応じ，塩屋町の同事務所に至り支那談を為す。会する者二十余人。十時帰
る。
九月二十日　陰天。東京中西正樹に返書す。福岡田鍋安之助より其の大人の死を報じ来る。宇土奥村
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伝，野々口永二郎来訪。午後大江の招邀に赴く。宇土林田道利に発信す。徳田弘策来訪。
九月二十一日　陰。午前支那店に至り，人に托し福岡田鍋安之助に香料として金弐円を送り其大人の逝
去を吊す。東京中西正樹に発信す。中食後松倉と共に井手を中島村に訪ひ，午後四時帰る。松倉と公
園の温泉に浴し，晩食後支那店に到り，九時帰宅。米原在り。篠原邦威，岡田兼次郎の信到る。
李秉衡旧七月十七日通州の張家湾に殉難す。
崇綺保定の蓮池書院に殉節す。
保定通守せしは栄禄，徐桐，崇綺の三人也。
直隷総督代廷雍
盛京将軍増祺，黒龍江将軍寿山
北廷は拳民，拳匪に区別し，拳匪を剿し拳奉民を解散すべきを命ぜり。
清江浦を過ぎし北上兵六万人，此中四万五千人已に京津間に列し聯軍と接□。鹿托の六千人は陜西
に向ふ。
現に清江に在るもの七千五百人中，二千五百人属安徽，一千五百属江西，二千属浙江，一千五百属
福建。
羅馬法王仏国に派し，清国に向て二千四百万円の賠償を要求す。
独逸は栄禄の全権議和大臣たるを認めず，其の部下の武衛中軍曽て団匪と使館落としを以て也。
李鴻章露国の力を仮りて和局を料理し，其の報酬として満州を与へんとす。
留京弁事大臣は大学士栄禄，徐桐，崑岡，尚書崇綺，崇礼，裕徳，敬信，侍部溥善阿克丹，那桐，
府亟陳□□。
李□皇帝の復辟は保すべきも，端，剛を処分することは必す可からず。
四川総督□夏提督をして一万人を率ひ西安に向せしむ。
南京よりは山西大同鎮総兵劉克才をして湘軍十営を率ひ入晋せしめ，又た長江水師提督黄少春も部
下六営を以て北上。
李鴻章両江に於て新募の兵八千人，章高元之を率て揚州に屯す。時を以て北上せんとす。
九月二十二日　晴。午前松岡誠慎来訪。午後高木正雄来訪。篠原邦威に発信す。夜米原を訪ふ，在ら
ず。今日午后新屋敷毛利篤及ひ井芹経平を訪ひ，転して錦橋畔に嶋田数雄を訪ふ，在らず。
九月二十三日　陰。朝谷口長雄を訪ふ。午前永原，津野，上野，山田，河口，原田等来訪。永原，津
野，上野を留て中餐を饗す。午後井手，松倉，毛利，高木，清藤幸七郎来訪。清藤は台湾に赴くと云
ふ。井手，松倉，毛利，高木等と晩餐を共にす。夜に入りて散ず。
九月二十四日　晴。午前支那店に至る。午後五時半岡崎唯雄，石坂某の招邀に静養軒に赴き，七時半帰
る。途中岡本源次を鎮西館に訪ひ，八時帰宅。
九月二十五日　晴天。同文会近衛会長並に柏原文太郎に発信す。別に軍令部中村静嘉，安原金次に発信
す。林田道利来訪。漢口岡幸七郎の信到る。中路新吾来別る，本夕より東上すと云ふ。上海井上，小
田桐，中村，白岩，牧，渡辺，篠崎，白須，深沢等に発信す。
九月二十六日　雨。午前柳原又熊来訪。之を留て中食す。漢口岡幸七郎，朝鮮葉室堪純，林田道利等の
信到る。午後福岡田鍋安之助の電報到る。之に復す。漢口岡幸七，朝鮮葉室堪純に返書を出す。九州
新聞記者國武猪太郎来訪。
九月二十七日　雨。朝田鍋安之助来訪。之を留て中餐を共にす。柳原亦来会。午後田鍋と其の寓処洗馬
柳邊旅館に至る。晩松倉の案内にて開陽亭に至り晩食す。終りて支那店に至り，談話九時に及で辞
帰。井手三郎の信到る。
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九月二十七日報
李鴻章直隷総督と為り，両広総督の欠は江蘇巡撫鹿け霖之に任じ，浙撫劉樹堂行在所に召され，代
理蘇撫聶緝槼其の後任を襲ふ。
栄禄召されて行在に赴く。
閏八月二日上諭，此次開釁実に朝廷の本意に非ず。皆諸王大臣等拳匪を縦庇し釁ふ。友邦に啓き以
て憂を宗社に貽す。乗輿播遷朕固より咎を引き自ら責めざる能はず。而て諸王大臣等端無く禍を肇
亦た亟に応に分別重軽加ふるに懲処を以てすべし。
荘親王載勛，怡親王溥静，具勒載濂，載瀅は爵職を革去す。端郡王載漪は著して寛に従て一切の差
使を撤去し，宗人府に交へて厳に議処を加へ，並に著して停俸す。輔国公載瀾，都察院左都御史英
年，均く著して該衙門に交へ厳に議処を加ふ。
協弁大学士吏部尚書剛毅，刑部尚書趙舒翹，著して都察院に交へて議処以て懲儆を示す。長江提督
黄少春帯兵北上に付き，江南提督李占春之を代理し，江陰に駐し各営及び南北岸砲台皆其の節制に
帰す。而て江南提督は楊金龍をして署理せしむ。
揚州新駐武衛楚軍四営と外に運老二営。
九月二十八日　晴天。秋冷人に可し。朝田鍋安之助を柳邊に訪ひ，中食後帰る。高山公通，深水十八の
信到る。佐々干城，安達謙造来訪。
九月二十九日　晴天。晩米原，田鍋，松倉来訪。
九月三十日　晴。朝出て田鍋安之助を洗馬柳邊に訪ひ，十時二十分其の東京行を春日駅に送り，帰途支
那店に至る。深水十八在り，本夕より上海に向て出発すと云ふ。午後帰宅。高山公通来訪せりと云
ふ。高山に発信す。東京同文会柏原文太郎の信到る。漢口に向ひ金四百円本月十八日匯送せりと云
ふ。夜松田満雄来訪。
十月一日　晴天。詰朝出て島田数雄を訪ひ小談，去て松田満雄を訪ふ。本日動身渡清の途に上るが為な
り。柳原又熊来訪。夜米原を訪ふ。雨。
十月二日　陰。午前古川権九郎，深水十八，柏原文太郎の信到る。午前大江岳父来過。午後井手三郎，
島田数雄，柳原又熊，山田九郎等来訪。晩漢口岡幸七郎，上海白岩龍平，小田桐勇輔等の信到る。
十月三日　晴天。漢口岡に復書し，長崎西田龍太に添書を出す。午前柳原を訪ふ，在らず。去て支那店
に至り松倉を訪ふ。中食後帰る。夜河口宅を訪ふ。西田龍太の信到る。
十月四日　晴。午前松倉を春日に訪ひ，其の牛荘行を送り，船の都合にて明日熊本を発する事となれ
り。午後松倉来訪。共に出て水前寺に遊び，三時松倉と分袂し，大江に到り練兵場にて花火を見，九
時帰る。上海白岩の信，東京安原金次の信到る。
十月五日　雨天。午後柳原又熊，池内源七来訪。宇土奥村傳，東京柏原文太郎に発信す。林田道利の為
に台北県知事村上義雄に致すの書信を作る。
十月六日　晴。朝真藤義雄来訪。午前十時妻孥と共に宇土に至り先げの墓碣に謁す。本月一日建立せし
者なり。外に法華寺先妣の墓石を重修し，弟光彦及び伯母八千女の墓を建つ。展拝終はりて一里に至
り中食の饗を受け，篠原邦威を訪ひ小談，三時三十分の汽車にて帰る。留守中柳原又熊，米原，武藤
等来訪せりと云ふ。
十月七日　晴天。朝柳原又熊の清国行を送り，去て春日に至り，井手三郎の上海行を送る。長崎松倉善
家，漢口岡幸七郎の信到る。漢報の全部を張之洞に金三千五百に売与せしを報じ来る。岡に復書す。
上海白岩，漢口橘に発信す。
十月八日　晴天。河口介男来訪。神崎清の信到る。
十月九日　雨。上海白須直，大坂緒方二三，齊藤国雄の信到る。緒方，齊藤，神崎に復書す。夜内人と
米原繁蔵の招邀に赴く。
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十月十日　晴。東京安原金次，中村静嘉に発信す。是日正午親族の女客を饗す。宮原義雄，勝木恒喜，
神崎清来訪。
十月十一日　晴。清藤幸七郎来訪，昨夜台湾より帰来せりと云ふ。晩米原，武藤，井芹，夫婦及び山田
珠一等を饗す。十時席散ず。高山公通，岡幸七郎の信到る。
十月十二日　陰天。午前友枝伴蔵来訪，干蝦を贈る。午後米原，清藤前後来訪。晩大江の法会に赴く。
十月十三日　陰。岡純一氏の書信到る。外に鯣五斤を小包にて送り来る。清藤来訪。
十月十四日　日曜。晴。午前清藤来訪。晩食後高山公通を魚屋町一丁目に訪ふ。九時帰る。上海岡野増
次郎の信到る。午前草葉町古荘医院に至り歯を療す。田中清司来訪。
十月十五日　晴天。午前米原を訪ひ，共に竜田山の頂に登り，遊覧時を移し米原の処にて中食し，午後
米原を誘て帰り晩食を共にす。河口介男来訪，十二時帰る。東京田鍋安之助の信到る。岡純一氏に復
書す。
十月十六日　晴。上海篠崎，井手，広島齋藤の信到る。午前通町に到り靴を注文す。赤皮長靴一足六
円，黒皮同五円たり。東京田鍋に返信を発す。午後米原を訪ふ，在らず。去て山田九郎を竹部に敲
く，亦た在らず。狩野直記を椋天神に訪ひ，五時帰宅。
十月十七日　晴。午前清藤来訪。晩岡本源次，真藤義雄来訪。留めて小飲す。夜に入りて狩野直記，米
原繁蔵来談。十一時散じ去る。
十月十八日　晴。午前支那店に到り人に托し洋服附属品十二円代を購ひ，中食後帰る。篠原邦威在焉。
是日福永銀行に千円を預け替へ，第九銀行に至り保険掛金一ヶ年分を払ふて帰る。夜競商場に至り物
品を購て帰る。
十月十九日　晴。軍令部より十一月より明年一月迄の手当四百円を送り来る。午前清藤幸七郎を新屋敷
に訪ふ。小山雄太郎と相見る。中食の饗を受けて帰る。
十月二十日　雨天。午後山田夬来訪。晩親戚数人を招飲す。漢口岡幸七郎の信到る。
十月二十一日　雨天岡本源次来訪，本夕より東上すと云ふ。軍令部佐伯副官に金員の領収証を郵送す。
東京古川権九郎に発信す。本日午後三時三十五分皇太子明宮殿下扈従の文武官を具し熊本駅に御来着
あり。偕行社を以て御旅館に宛つ。
十月二十二日　半晴。軍令部より旅券を郵送し来る。是日皇太子殿下軍隊を検閲し終りて水前寺に行啓
有り。午後清藤幸七来訪，之を留めて晩餐を共にす。
十月二十三日　晴。是日午前九時半皇太子殿下熊本御出発。軍令部中村大佐の信到る。別に佐伯副官よ
り旅券を郵送し来る。午後支那店に至り，人に托し第九及び肥後銀行に金員を預け入る。夜米原を訪
ふ，来客有るを以て帰る。
十月二十四日　晴。佐伯誾に発信。並に大分警醒雑誌社に雑誌二冊分の代金を郵送し，購読停止の旨を
告ぐ。田中清司を訪ひ，晌午帰宅。午後清藤，勝木，島田，藤本等来訪。晩内人と通町に至り鶏飯を
食ふ。
十月二十五日　晴。午前支那店に至り小坐。去て春竹に牛島を訪ひ，山崎に上田電を訪ひ，帰る。大坂
鳥居，牛荘深水，福岡高橋の信到る。晩内人と米原繁蔵宅の招邀に赴き，夜に入りて武藤虎太の招き
に赴き，九時辞帰。
十月二十六日　晴。午後歯科医の処に至り歯を療す。
十月二十七日　晴。午前歯科医に抵る。午後支那店に至り，去て友枝伴蔵を訪ひ小談，帰る。留守島田
数雄来訪。東京同文会の電報到る。直に之に復す。上海井手，漢口岡に発信，西航の期を報ず。夜米
原夫婦来訪。
十月二十八日　晴。日曜。午後池内源七，牛嶋等来訪。大坂鳥居赫雄に発信す。
十月二十九日　小雨。午前鎮西館に至る。夜大江の招邀に赴く。鳥居赫雄に発信す。
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十月三十日　晴。午時米原来訪。光永氏亦来談。午後東亜同文会の電報到り，予の上京を催す。内人及
び米原夫婦と大江権現祠より渡鹿天神祠辺を彷徉す。白雲紅葉秋色画の如し。夕陽家に帰る。同文会
二十八日附の信到る。予の北京行を請ひ来る。
十月三十一日　風陰晴如常。同文会根津一の電報到る。之に復す。
十一月一日　晴。正午島田数雄，篠原邦威来訪。牛荘松倉善家，深水十八，東京緒方二三の信到る。夜
米原宅を訪ふ。
十一月二日　晴。午前島田数雄，田中宅，河口宅，山田珠一等を訪ふ。留守中松岡威稜臣，牛島貫吾，
清藤，勝木等来訪せりと云ふ。東京佐々友房，田鍋安之助に発信す。午後井芹，清藤，大江，武藤虎
太，津野等の諸氏を歴訪して帰る。清藤在焉，小談，辞し去る。晩米原夫婦，河口，友義諸氏を招き
晩餐を共にす。九州自由新聞社国武に発信す。
十一月三日　半晴，午後雨。天長節。午前山田九郎来訪，門司三菱支店長高田への紹介を請ふ。牛島貫
吾氏来訪。午後勝木恒喜，清藤幸七郎来訪。二時出て内藤儀十郎氏を訪ひ，別を叙し帰る。夜井芹経
平来訪。武藤虎太来り別る。
十一月四日　晴天。是日啓程清国に赴かんとす。早起行李を戒む。午前九時家門を出づ。岳父及び田
中，河口，友枝伴蔵，安達謙造，池内源七，藤本親信等来り行を送る。熊本駅に至り，十時十七分の
三角行汽車に上る。清藤幸七，勝木恒喜，牛島，友枝，島田数雄，狩野直記，米原繁蔵，堀部直人，
真藤義雄等来り送る。真藤亦た本日を以て朝鮮に向ふと云ふ。宇土に到れば篠原邦威車站にて行を送
る。車上先塋を遙拝し，山に入り海に沿ひ飽まで一路の秋色を賞し，午前十一時四十分際崎に達す。
直に一元六角にて上等船票を購ひ汽船勢運丸に上る。十二時開船。午後一時半船冨岡の前を過ぐ。巴
字湾，臥龍山を波際に望み坐るに曾遊を想起せしむ。船頭西に転じて金峯復た望む可からず。浮雲一
片離愁始て動く。樺島を過ぐ，風光甚佳。六時二十分長崎に達し上車，土佐屋に投宿す。
十一月五日　晴天。海軍々令部中村大佐に発電，渡清を報ず。外に留守宅並に同文会に発信す。国武猪
太郎来訪。西田龍太，狄葆賢を伴ひ来り訪ふ。狄は難を避けて此地に在る者なり。渡辺敬昌，内田友
義，井芹経平，吉川季次郎，西田龍太来訪。三時半土佐屋を出で神戸丸に上る。狄，西田送りて埠頭
に来る。原福之助同船たり。午後七時半開船。波濤平穏。夜月色最佳。予甲申以来日清の間を往来す
る茲に十七回たり。
十一月六日　晴。穏波千里如行湖上。
十一月七日　陰。正午呉淞口に達す。午後二時半上海に入る。井手三郎，小田桐，中村，白岩，吉田，
篠崎，牛島，井手，上田，岡野，深澤，中西，小林等来り迎ふ。直に上陸，同文会に入る。夜文廷式
より蟹一簍を贈り来る。
十一月八日　晴。午前井手と同文書院，文廷式，佐原等を訪ひ，去て日本墓地に至り浦敬一，廣岡安太
の招魂碑を見る。十月中に建立せしもの也。晩井手と汪康年，姚文藻，白岩，本願寺，篠崎等を訪ひ
帰る。佐原，中村来訪。
十一月九日　晴。午前汪康年来訪。午後白岩龍平，篠崎，中西，小林等来訪。漢口岡幸七郎に発信す。
十一月十日　雨天。是日熊本留守宅，大江，米原，中村静嘉に発信す。夜同文書院中村を訪ふ。八重山
副長下村少佐来訪。
十一月十一日　晴。牧巻次郎及び同文書院生徒山田，大原等来訪。
十二月十二日　晴。汪康年来訪。牧，稲村等を訪ひ，去て領事館に白須を訪ひ，帰る。
十一月十三日　晴。午前汪康年来訪。西村天囚来訪。晩井手と吉田順蔵を訪ふ，在らず。楽善堂に小林
を訪ふ，亦在らず。
十一月十四日　積陰。汪康年，王海清来訪。杉幾太郎，佐原来訪。是日章記洋衣舗に四十八元五角を払
ふ。
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十一月十五日　晴。汪康年来訪。東京中村静嘉，熊本留守宅に発信す。予本夕を以て大亨丸に乗じ漢口
に向はんとす。王海清の為に福州橋本，平原両大尉に添書す。午後篠崎，葉某，文永譽，汪康年来
訪。同文書院中村，岡野，山田，曽根原等来り，別る。夜九時滬報館を出で大亨丸の官艙に乗ず。井
手，中村，牛島，上田，中西和泉，井手友喜外三人来送。
十一月十六日　晴。夜来北風勁烈，初寒如刺。午後一時江陰を過ぐ。支那軍艦十隻，水雷艇四隻此に泊
す。逓信書記官棟居及び前原厳太郎等同船たり。夜七時半鎮江に達す。予長江を上下する今回を以て
二十五次とす。
十一月十七日　快晴。午前八時蕪湖に達す。十一時開船。夜十二時安慶を過ぐ。久米徳太郎，野村某来
りて船に上る。
十一月十八日　晴。午前十一時九江を過ぐ。晡時武穴を過ぐ。
十一月十九日　晴。午前七時漢口に達す。東肥洋行にて小憩。長楽里の寓所に至る。夜前原厳太郎より
一品香に招飲，九時席散ず。帰途東肥に至り小坐。楊子荃来訪。
十一月二十日　晴。橘三郎来訪。夜原，福島来訪。
十一月二十一日　陰。午前領事館を訪ひ，十二時帰る。晩瀬川領事来訪。夜雨。
十一月二十二日
十一月二十三日　小雨。午前橘三郎来訪。夜福嶋を訪ふ。是日東肥より預金二千円を受取る。
十一月二十四日　晴。上海井手三郎に発信，金二千円を匯送す。此の金は漢報売却代価の中にて姚文藻
に返付する者なり。外に上海中井洋行に紙代の中五十弗を送り，残額百十五円は井手より代付（井手
の処に残紙四万枚を送りしを以てなり）せしむ。東京普及社辻武雄に東亜三国図地誌十一部代金十一
円を郵送し，別に篠原邦威に五十円，留守宅に五十円を郵送す。亀雄に発信す。
昨日南京佐原より急報有り，曰く，独，仏二国は劉坤一に向て左の二箇条を要求し，其の決答を促せ
り。
第一　金員糧食を問はず西安の行在に転送する事を停止せられたし。若し可かずんば我に決する所
有り。其際総督は敵意を表するや否。
第二　聯合軍若し長江を遡りて西安府に向はんか，総督は之に対し如何の体度を取らんとする乎。
午後郵便局に至り送信す。軍令部中村静嘉，同文会柏原に発信す。三輪，松本，大瀧等を訪ひ，帰
る。
十一月二十五日　陰。午前東亜同文会並に井手三郎に発信す。午後東肥の招邀に一品香に赴き，五時帰
る。是日英国水師提督シーモーア，水雷駆逐艇ホワイラング号にて来漢。
十一月二十六日　雨。英提督西茂，張之洞に会見す。橘三郎，柳原又熊来訪。之を留て中食を饗す。
十一月二十七日　雨。瀬川領事より晩餐の案内あり，十時帰る。
十一月二十八日　雨天。熊本留守宅の信到る。
十一月二十九日　晴。午後東肥を訪ひ，夜帰る。
十一月三十日　晴天。午後軍令部に第九十一号報告を発す。骨董舗に至り，帰途東肥にて晩食す。松田
満雄，石灰窯より来着。
十二月一日　晴。午後松田，橘来訪，之を留て晩餐を饗す。夜居留地を散歩す。
十二月二日　積陰。午前岡と松田を誘ひ，江を渡りて武昌に至り朱強甫を訪ひ小談。去て自強学堂に柳
原を訪ひ，中食後久米，大原等を訪ふ，在らず。木野村，中野等と談じ，共に出て骨董舗に過ぎ，黄
昏江を渡て帰る。微雨。熊本留守宅の信到る。
十二月三日　陰。夜東肥を訪ふ。篠原の信到る。上海井手三郎の信到る。
十二月四日　陰。午後東肥に至り，中智の上海行に托し井手に復書し，巴縀及び豹皮を送る。商船会社
前原並に逓信書記官棟居等を訪ひ小談，帰る。夜松田の石灰窯に帰るを送り，又た橘三郎の帰国を送
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る。中智に托し上海にて縮緬三疋を購ひ熊本留守宅に送らしむ。柳原又熊を留て晩食す。柳原留宿。
十二月五日　陰天，夜雨。午前楊子荃来訪。午後楊子荃の処に至り撮影す。午後井手三郎の信到る。先
日送る所の二千円已に領収せりと云ふ。夜楊子荃其児少荃を携へ来り訪ふ。
十二月六日　雨天。熊本留守宅。井芹，島田，狩野，友枝，藤本等に発信す。晩原，福嶋，牛嶋等を招
き晩餐を饗す。
十二月七日　陰。原，福嶋等より晩餐の案内あり。
十二月八日　晴。午前李泉渓来訪。午後領事館を訪ふ。瀬川，岡と鉄道線路を散歩し，こ口に至り，黄
昏領事館に帰り瀬川の処にて晩食し，九時帰る。白岩龍平の信到る。
董福祥革職留任と為り，其の帯ぶる所の甘軍五千五百人を撤し，数営の兵を率て日を尅し甘粛に至
り立功罪を贖はしむ。
張之洞は新任湖北巡撫景星の着任を待ち留守中の事を委任し，自ら襄陽迄出張すべき旨，西安行在
所より命令有りしと云ふ。
十二月九日　晴。東京中村静嘉に発信す。上海井手三郎の信到る。午後木野村，峯村，大瀧等来訪。夜
東肥を訪ふ。
十二月十日　陰。
十二月十一日　陰天。東京同文会に八九十三ヶ月の決算報告書を送る。上海井手三郎に発信す。午後牛
島，宝妻二生来訪。晩領事及び原，福島を招き饗す。松本来り別を告ぐ。
十二月十二日　晴天。上海井手より酔蟹三甕を送り来る。朱克柔来訪。
十二月十三日　晴天。熊本留守宅に発信，岡の帰国に托し金六百円を留守宅に送る。熊本牛嶋貫吾に発
信す。外に上海井手，姚，佐原に寄書。岡の為に西郷侯，李盛鐸二に添書す。白岩龍平，土屋員安二
氏に致すの書，岡に托す。岡を誘て廣恒信に至り中食を饗す。晩岡幸七郎の帰国を大利号に送る。松
本亦帰国。
十二月十四日　晴。午後久米大尉来訪。夜腹痛下痢。
十二月十五日　晴。午後峯村来訪。柳原又熊の病気甚激の状を報ず。神保軍医，中畑栄来訪。胡天照来
訪。河南光州胡書漁の信を交付す。
十二月十六日　晴。朝渡江柳原の病を問ひ，夕刻帰る。熊本留守宅，東京亀雄，並に篠原邦威の信到
る。上海岡幸七郎に日本より帰着せる書信を転送す。井手に発信。
十二月十七日　晴。午後福島来訪。晩福島等より案内あり。
十二月十八日　雨。東京亀雄に其開店の費用の一部を補助する為め金三十円を郵送す。
十二月十九日　晴。午前原，福島と渡江柳原の病を問ひ，中食後農務学堂に至り美代，吉田，峯村等を
訪ひ，黄昏帰る。
十二月二十日　半晴。篠原祐喜来り別を告ぐ。明日より沙市に赴くと云ふ。是日軍令部に九十二号報
告，並に岡幸七郎，緒方二三に発信す。午後郵便局に至り発信し，帰途領事館に瀬川を訪ひ，帰る。
晩東肥へ至り入浴す。
十二月二十一日　雨。悪寒頭痛。午後瀬川領事来訪。
十二月二十二日　晴。午後胡天然来り，湖南光州に帰るを告ぐ。金二元を与ふ。原，福島来訪。原と租
界に散歩す。留守中に峯村，河瀬来訪せりと云ふ。東京普及社より金子受取証到る。辻武雄の信到
る。
十二月二十三日　晴天。上海井手三郎の信到る。軍令部に九十三号報告並に柏原，井手に発信す。
十二月二十四日　晴。朝渡江，柳原の病を訪ひ，三時帰る。留守中岡本監輔，松田満雄来訪。中西正
樹，白岩龍平，緒方二三，藤本親信の信到る。夜松田を訪ひ，九時帰る。
十二月二十五日　陰天。上海井手，東京同文会に発信す。午後郵便局二橋を訪ひ，去て三輪高三郎を訪
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ひ，夕刻帰る。
十二月二十六日　陰天。原，福嶋の処に至り晩食す。
十二月二十七日　陰天。東亜同文会より十一，十二両月分支部費三百円銀行為替にて送りしとの電報有
り。上海岡幸七郎の信到る。
十二月二十八日　雨。寒気甚し。瀬川より湖南洋務局総弁蔡乃煌来訪の報有りしに付き会談を勧め来る
に付き午前より領事館に至り蔡と会談す。蔡氏来漢の用向は嚮きに湖南衡州府属にて仏国宣教師二
人，伊国宣教師一人，土人の為に殺害せられたる件に付き仏国領事と交渉の為なり。瀬川の処にて中
食し帰る。夜福嶋来訪。
十二月二十九日　陰。東京田鍋安之助，牛荘松倉善家，上海井手三郎の信到る。夜白石生来訪。
十二月三十日　陰天。熊本留守宅の信到る。之に復す。熊本緒方，藤本に復書す。武昌峯村喜蔵より歳
暮として牛酪二缶を送り来る。夜東肥に至る。
十二月三十一日　晴天。牛荘松倉善家に復書す。晩領事館より忘年会の案内有り。六時之に赴く。十時
散ず。是日三十三年尽日たり。孤燈独生感慨四集，除夜の詩一首を賦し午前一時半寝に就く。
除夜
去年今夜湘水舟雪裡探句掃旧愁今年落拓江漢滸残燈守夜坐小楼回顧十又七年事彷彿如夢来心頭歳華
勿々催白髪中原図愧祖劉禹鼎七分秦鏡破山裂河砕誰能修北廷臣僚争助桀南中疆吏学倡優勢去運尽子
可為大好江山任踐蹂歳云暮矣感何極枉将積憂付東流有人若問来年計去拾閩浙予湘琈。
